
電力小売に不可欠な基盤システムを
AWS のサーバーレスサービスを用いてわずか 6 ヶ月で開発
一般家庭向け新電力サービスの迅速な立ち上げに貢献

お客様導入事例：小売電気事業

TRENDE株式会社

住宅同士の直接電力取引を実現し
再生可能エネルギーの普及へ

東京電力ホールディングスの 100% 子会
社として、2 0 1 7  年  8  月に設立した  
TRENDE（トレンディ）。“エネルギーから世
界を変える、エネルギーで未来を変える”を
コンセプトに、一般家庭向けの電力小売
サービス『あしたでんき』と、太陽光発電シ
ステムを活用した電力サービス『ほっとで
んき』を提供しています。
新電力の『あしたでんき』は現在、全国 6 エ
リアで展開しており、2018 年 4 月のサー
ビス開始以来順調に顧客を獲得していま
す。2018 年 8 月に開始した『ほっとでん
き』は、太陽光パネルを初期費用 0 円、工事
費 0 円で家屋に設置し、電気料金を最大 
20% オフで提供するサービスです（2019
年 12 月現在）。契約終了後は太陽光パネル
が無償で譲渡されるため、災害時の停電対
策としても注目を集めています。「私たち
は、電力小売（ほっとでんき）をフェーズ 1、
太陽光発電の第三者所有モデル（ほっとで
んき）をフェーズ 2 と位置付け、将来的には
太陽光パネルで発電した電気や蓄電池に貯
まった家庭の電気を家庭間で売買する P2P 
（ピア・ツー・ピア）電力取引を実現し、再生可
能エネルギーの普及を目指しています。」と
語るのは代表取締役社長の妹尾賢俊氏です。

ビジネスのスケーリングに合わせて
AWS のサーバーレスサービスを採用

同社は当初、システム開発業務を東京電力

のグループ会社に委託していたものの、さ
らなる短期間開発を実現するために AWS 
を活用し、自社専用のバックオフィスシス
テムを構築しました。
「予算や人が限られるベンチャーがスモー
ルスタートでサービスを立ち上げ、成長に
合わせて拡張していくことを考えると、ク
ラウド以外の選択肢はありませんでした。
その中でも  AWS は、将来的にバックオ
フィスシステムを『UtilitySuite』として外
部に販売することを見据えた時の大規模
ユーザーの管理に耐えられるスケーラビリ
ティと、負荷分散による安定性の高さがあ
りました。」（妹尾氏）
技術面では、マネージドサービスやサー
バーレスサービスが豊富でスケーリングが
容易なこと、また日々の運用に負荷がかか
らないことが AWS 採用のポイ ントになり
ました。テクノロジーディレクターの武田
泰弘氏は「Amazon RDS から  Amazon 
Redshift のように、将来の拡張をイメージ
できるサービスが豊富に揃い、安心してビ
ジネスを推進できることが魅力でした。」と
語ります。
バックオフィスシステムの開発は 2017 
年 10 月からスタート。6 ヶ月後の 2018 
年 4 月に『あしたでんき』のサービスイン
に合わせて電力使用量管理システムと、請
求管理システムの 2 つを先行稼働しまし
た。その後、3 ヶ月に 1 度のペースで電力
需給管理システム、スマートメーターの
データ管理システム、電力広域的運営推進
機関（OCCTO）とデータを連携するスイッ
チング支援システム、太陽光発電量管理シ

ステムなどを順次リリースし、2019 年 12 
月時点で 7 つのバックエンドシステムで
『UtilitySuite』を構成しています。
7 つのバックエンドシステムは原則とし
て、AWS Lambda などのサーバーレスアー
キテクチャと、Amazon ECS や AWS Far-
gate などのマネージドサービスを用いて
構成し、スケーラビリティを確保しながら、
管理負荷の軽減を図っています。開発時は 
AWS のソリューションアーキテクトによ
るサポートが効果的だったといいます。
「P2P 電力取引のアーキテクチャを検討し
ていた際に AWS のソリューションアーキ
テクトにアーキテクチャレビューを無料で
実施していただき、プロフェッショナルの
立場から有用なアドバイスがもらえたこと
は助かりました。少ない自社要員で開発を
進める中、AWS のテクニカルサポートにも
電話や Web を介して丁寧なアドバイスを
いただき、ストレスなく開発を進めること
ができました。」（武田氏）

Amazon QuickSight を活用し
行政報告の作成工数を削減

P2P 電力取引の基盤となるバックエンドシ
ステムを短期間で構築した TRENDE。妹尾
氏は「もしパッケージを採用してカスタマ
イズ開発していたら、億単位のコストがか
かり、運用も相当の負担になっていたで
しょう。AWS を採用したことで安価なコス
トでサービスを早期に立ち上げることがで
きました。」と語ります。また、AWS のベスト
プラクティスの活用によってセキュリティ
の強化も実現し、顧客情報や契約情報など
を安全に管理できるようになりました。
ビジネス面では、BI ツールの  Amazon 
QuickSight が大きな効果をもたらしたと
いいます。同社では、毎日の発電情報を  
Amazon QuickSight を通して可視化し、経
営層やビジネス関係者にメールで報告して
います。関係者は発電量の推移を見ながら、
不規則なサービス停止をいち早く突き止
め、工事担当者に設備確認や修理の依頼を

出すことで早期の改善を図っています。
「ダッシュボードを自前で作れば工数がか
かりますが、Amazon QuickSight を使うこ
とで簡単にデータにアクセスする環境をビ
ジネス部門に提供することができました。」
（武田氏）
電力小売事業者に課せられている月次、四
半期、年次単位の行政報告のレポート作成
機能も Amazon QuickSight をベースにして
います。これによって行政報告書の作成に関
する工数の大幅な削減が実現しています。
「行政報告書は都市によって形式が変わり、
従来は担当者がほぼ張りついて対応してい
ました。Amazon QuickSight 導入後は 2 人
月分の工数削減ができました。」（妹尾氏）

『UtilitySuite』を外販し
データを活用したビジネスの展開へ

同社は今後も自社サービスの強化やリ
ニューアルに向けて、AWS のサービスを活
用しながら継続的にバックエンドシステム
を追加開発し、将来的には『UtilitySuite』と
して外販する方針です。2020 年以降に向
けては、PV （太陽光発電パネル）データの
連携を前提とした IoT 基盤を構築し、サー
ビスを契約した顧客にはスマートフォンア
プリの提供を予定しています。
2019 年 6 月には東京大学、トヨタ自動車
株式会社、TRENDE の  3  社でブロック
チェーンを活用した P2P 電力取引システ
ムの共同実証実験を開始しました。実証実
験では、1 年間の計画で市場取引を通じて
電力を売買することの経済性や、電力消費
量が変化する電動車の電力需要予測アルゴ
リズムの検証などを進める予定です。そし
て、将来的にはデータを活用したビジネス
を目指していきます。妹尾氏は「家庭での電
力利用を通して得られる情報は非常に価値
の高いデータです。私たちはここで得られ
たデータを基盤に、電気、自動車、金融、決
済、ヘルスケアなどの異業種と連携しなが
ら世の中に新たな価値を提供していきま
す。」と話します。

東京電力グループの一員として、一般家庭向け小売電気事業や電力買取事業を手が
ける TRENDE株式会社。同社は、AWS のサーバーレスサービスをベースとしたマイク
ロサービスアーキテクチャで顧客情報や電力消費等を管理するバックエンドシステム
を開発。わずか 6 ヶ月で電力小売サービス『あしたでんき』の営業を開始しました。そ
の後も太陽光の発電量などを管理するシステムなどを順次追加して『UtilitySuite』
へと拡張。システムの外販を目指すとともに、個人宅の太陽光パネルで発電した電気
の直接販売（P2P電力取引）に向けてさらなる機能強化を進めています。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EC2
●  Amazon RDS
●  AWS Lambda
●  Amazon ECS
●  AWS Fargate
●  Amazon QuickSight

ビジネスの課題
● 新電力サービスのクイックな立ち上げ
● 事業の成長に追随するスケーラビリ
ティの確保

● 予算や自社エンジニアが限られた中で
の、低コストかつスピーディな開発

AWS を選択した理由
● 大規模ユーザーの管理に耐えられるス
ケーラビリティ

● 負荷分散による安定性の高さ
● サーバーレスサービスが豊富でスケー
リングが容易

● マネージドサービスで運用・保守の負
荷軽減が可能

AWS 導入後の効果と今後の展開
● 開発着手から 6 ヶ月で電力小売事業を
サービスイン

● パッケージやオンプレミスと比較して、
大幅な初期コストや運用コストを削減

● AWS のベストプラクティスの活用によ
るセキュリティの強化

● Amazon QuickSight の活用により行
政報告書の作成工数を 2 人月分削減

● PV （太陽光発電パネル）データの連携
を前提とした IoT 基盤の構築を検討
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予算も人も限られるベンチャーがスモールスタートでサービスを立ち上げ、
成長に合わせて拡張していくことを考えると、スケーラビリティと安定性の高
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TRENDE株式会社 代表取締役社長　妹尾 賢俊 氏

お客様導入事例：小売電気事業

カスタマープロフィール

TRENDE株式会社
● 設立年月日： 2017 年 8 月
● 資本金： 4 億 1,106 万 2,350 円
● 事業内容：小売電気事業（家庭向け電
力小売サービス『あしたでんき』、太陽
光パネルを活用した電力サービス『ほっ
とでんき』の提供）

TRENDE株式会社
代表取締役社長

妹尾 賢俊 氏

TRENDE株式会社
テクノロジーディレクター

武田 泰弘 氏


